
平
成
二
十
二
年
二
月
二
日
提
出

質

問

第

六

六

号

横
綱
の
暴
行
騒
動
に
係
る
日
本
相
撲
協
会
の
対
応
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
見
解
に
関
す
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横
綱
の
暴
行
騒
動
に
係
る
日
本
相
撲
協
会
の
対
応
に
対
す
る
文
部
科
学
省
の
見
解
に
関
す
る
質
問
主
意
書

大
相
撲
初
場
所
開
催
中
の
本
年
一
月
十
六
日
未
明
、
横
綱
朝
青
龍
関
が
酒
に
酔
い
、
知
人
男
性
に
暴
行
を
働
き
、
同
男
性
が

鼻
を
折
る
怪
我
を
し
た
と
報
じ
ら
れ
た
。
右
の
騒
動
に
つ
き
、
当
初
朝
青
龍
関
は
「
酒
に
酔
っ
て
口
論
に
な
っ
た
だ
け
。
覚
え

て
い
な
い
」
と
、
暴
行
の
事
実
を
明
ら
か
に
し
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
、
当
初
暴
行
を
加
え
た
の
は
自
身
の
個
人
的
な
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
し
て
い
た
が
、
実
際
の
被
害
者
は
別
の
知
人
男
性
で
あ
る
こ
と
が
後
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。
更
に
、
朝
青
龍
関
と
そ

の
所
属
す
る
高
砂
部
屋
の
高
砂
親
方
は
同
月
二
十
八
日
、
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
に
対
し
て
、
同
男
性
と
は
示
談
が
成
立
し

た
旨
報
告
し
た
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
も
、
実
際
に
は
成
立
に
至
っ
て
い
な
い
こ
と
が
、
同
協
会
の
監
事
の
指
摘
に
よ
り
明
ら
か

に
な
っ
て
い
る
。
右
の
一
連
の
騒
動
を
受
け
、
二
月
一
日
、
日
本
相
撲
協
会
は
、
朝
青
龍
関
の
暴
行
騒
動
を
調
査
、
検
証
す
る

委
員
会
を
設
置
し
た
。
右
を
踏
ま
え
、
質
問
す
る
。

一

二
〇
〇
七
年
六
月
、
大
相
撲
時
津
風
部
屋
の
序
ノ
口
力
士
の
斉
藤
俊
さ
ん
が
、
け
い
こ
中
に
兄
弟
子
や
時
津
風
親
方
か
ら

金
属
バ
ッ
ト
や
ビ
ー
ル
瓶
で
殴
ら
れ
る
等
、
通
常
の
け
い
こ
の
範
囲
内
と
は
考
え
に
く
い
暴
行
を
受
け
、
死
亡
し
た
事
件
が

起
き
た
。
ま
た
翌
二
〇
〇
八
年
、
二
〇
〇
九
年
に
は
、
現
役
力
士
に
よ
る
大
麻
所
持
・
吸
引
事
件
も
起
き
て
い
る
。
こ
の
様

に
、
近
年
ス
キ
ャ
ン
ダ
ル
が
相
次
い
で
い
る
日
本
相
撲
協
会
に
対
し
、
主
務
官
庁
の
文
部
科
学
省
と
し
て
ど
の
様
な
認
識
を

一



有
し
て
い
る
か
。

二

朝
青
龍
関
の
暴
行
騒
動
に
つ
い
て
は
、
高
砂
親
方
も
共
に
、
日
本
相
撲
協
会
に
虚
偽
の
報
告
を
し
、
悪
質
な
隠
蔽
工
作
を

行
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
い
知
れ
る
。
右
の
件
に
つ
い
て
は
、
同
協
会
と
し
て
、
朝
青
龍
関
の
解
雇
と
い
う
最
終
的
処
分
を
た

め
ら
う
こ
と
な
く
、
同
時
に
高
砂
親
方
に
対
す
る
処
分
も
含
め
、
厳
正
な
対
応
を
取
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
文

科
省
と
し
て
、
同
協
会
を
今
後
ど
の
様
に
指
導
し
て
い
く
考
え
で
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

三

二
〇
〇
七
年
十
月
九
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
政
府
答
弁
書
（
内
閣
衆
質
一
六
八
第
六
五
号
）
で
は
、
「
文
部
科
学
省
と
し

て
は
、
財
団
法
人
日
本
相
撲
協
会
（
以
下
「
協
会
」
と
い
う
。
）
に
対
し
て
、
民
法
（
明
治
二
十
九
年
法
律
第
八
十
九
号
）

第
六
十
七
条
、
文
部
科
学
大
臣
の
所
管
に
属
す
る
公
益
法
人
の
設
立
及
び
監
督
に
関
す
る
規
則
（
平
成
十
二
年
総
理
府
・
文

部
省
令
第
四
号
）
等
に
基
づ
き
、
定
期
的
に
事
業
報
告
書
、
収
支
決
算
書
等
の
資
料
の
提
出
を
受
け
る
と
と
も
に
、
必
要
に

応
じ
報
告
を
求
め
、
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
必
要
な
指
導
監
督
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
」
と
の
答
弁
が
な
さ
れ
て
い

る
が
、
日
本
相
撲
協
会
に
対
し
、
政
府
に
よ
る
助
成
は
な
さ
れ
て
い
る
か
。
な
さ
れ
て
い
る
の
な
ら
、
そ
の
助
成
が
同
協
会

の
収
入
の
う
ち
ど
れ
だ
け
の
割
合
を
占
め
て
い
る
の
か
説
明
さ
れ
た
い
。

四

一
で
触
れ
た
様
に
、
近
年
日
本
相
撲
協
会
は
力
士
並
び
に
各
部
屋
を
巡
っ
て
の
不
祥
事
が
相
次
い
で
い
る
が
、
同
協
会
と

二



し
て
、
未
だ
十
分
な
自
助
努
力
、
自
浄
能
力
を
発
揮
し
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。
こ
の
現
状
を
鑑
み
、
我
が
国
の
国
技
、
伝

統
文
化
で
あ
る
大
相
撲
を
守
る
こ
と
を
考
え
る
な
ら
ば
、
文
科
省
と
し
て
、
同
協
会
の
財
団
法
人
資
格
を
剥
奪
す
る
等
、
思

い
切
っ
た
厳
罰
を
も
っ
て
改
革
を
促
す
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い
か
。

右
質
問
す
る
。

三


